
　

留
萌
市
で
は
、将
来
に
向
け
た
健
全
で
安
定

的
な
行
財
政
構
造
を
確
立
す
る
た
め
、財
政
再

建
を
命
題
に
、財
政
再
建
計
画
に
基
づ
く
歳
出

削
減
と
歳
入
増
収
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。特

に
本
年
度
は
、財
政
再
建
計
画
の
前
期
重
点
期

間（
Ｈ　

〜　

）の
最
終
年
度
で
あ
り
、ま
さ
に

１７

１９

財
政
再
建
に
向
け
た
正
念
場
を
迎
え
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
開
基
１
３
０
年
・
市
制
施
行　

年
・

６０

開
港　

年
」の
節
目
の
年
で
あ
る
と
と
も
に
、

７０

市
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
つ
く
り
あ
げ
た「
第

５
次
総
合
計
画
」と「
自
治
基
本
条
例
」が
ス

タ
ー
ト
す
る
年
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、将
来
の

ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た
芽
を
育
ん
で
い
く
た

め
の
重
要
な
時
期
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま

す
。

　

財
政
再
建
を
着
実
に
進
め
な
が
ら
、緊
急
の

課
題
で
あ
る「
地
域
産
業
の
育
成
と
支
援
の
推

進
」「
地
域
医
療
の
充
実
」「
能
率
の
良
い
市
役

所
づ
く
り
」を
重
点
に
、第
５
次
総
合
計
画
に

掲
げ
る「
留
萌
を
彩
る
６
つ
の
基
本
政
策
」に

沿
っ
た
施
策
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

予
算
と
は
、
市
の
１
年
間
の
収
入
と
支
出
の

見
積
も
り
で
す
。
市
の
予
算
は
、
大
き
く
分
け

て
「
一
般
会
計
」「
特
別
会
計
」「
企
業
会
計
」

の
３
つ
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。
一
般
会
計
は
、

福
祉
、
教
育
、
土
木
な
ど
、
私
た
ち
の
生
活
全

般
に
関
わ
る
仕
事
に
要
す
る
経
費
の
会
計
で

す
。

　

一
般
会
計
は
、
前
年
度
比
３
・
２
％
減
の
１

２
４
億
６
千
９
百
万
円
で
す
。
こ
の
予
算
額
は
、

近
年
で
は
、
平
成
元
年
の
１
２
０
億
８
千
万
円

に
次
い
で
低
く
、
こ
こ　

年
で
は
最
も
低
い
予

１０

算
額
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
予
算
の
中
に
は
、
平
成　

年
度
か
ら
本

２１

格
化
す
る
公
債
費
償
還
の
増
加
に
備
え
、
財
政

再
建
計
画
で
見
込
ん
で
い
る
収
支
黒
字
分
の

3
億
７
千
万
円
を
基
金
に
積
み
立
て
る
（
貯

金
）
予
算
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

市  債 ( 借 金 ) 残 高増減率

 (％)

前年度比
（A－B）

平成18年度
予算額（Ｂ）

平成19年度
予算額（A）

会　計　区　分【
表
】 
 

平
成　

年
度
各
会
計
予
算

19

（H19年度末見込額）（H18年度末見込額）

24,108,37425,191,372▲3.2▲406,83212,875,73312,468,901　 一 般 会 計　

－－14.2400,5962,811,2303,211,826　国民健康保険事業特別会計特　

別　

会　

計

－－11.7332,8412,848,1283,180,969　老人保健事業特別会計

14,90829,8161.218,7661,522,0811,540,847　介護保険事業特別会計

1,717,6801,642,4110.72,264346,778349,042　港湾事業特別会計

10,248,98910,282,8773.468,2981,981,8112,050,109　下水道事業特別会計

3,755,5953,865,096▲3.6▲32,686911,942879,256　水 道 事 業 会 計企 
業 9,199,5219,635,119▲8.6▲611,5747,127,5026,515,928　病 院 事 業 会 計

49,045,06750,646,691▲0.8▲228,32730,425,20530,196,878総　　　計

平成１９年度の

予 算
３月の市議会定例会で、高橋市長が今年度の

まちづくりの方向性を示す市政執行方針を説明し、

その実現に必要な予算が議会で決まりました。

今月は、平成１９年度の予算と仕事について

お知らせします。

仕 事

●
市
税
の
状
況【
図
１
】

　

自
主
財
源
の
市
税
は
、減
少
が
続
い
て
い
ま

　

し
た
が
、三
位
一
体
改
革
に
よ
る
税
源
移
譲

　

に
伴
い
、７
年
ぶ
り
に
増
加
に
転
じ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、過
去　

年
の
ピ
ー
ク
時（
H
９
）と

１０

　

の
比
較
で
は
３
・
３
億
円
減
少
し
て
い
ま
す
。

●
一
般
職
員
の
給
与
費
と
職
員
数【
図
２
】

　

職
員
給
与
の
独
自
削
減
や
職
員
の
削
減
に
よ

　

り
、減
少
し
て
い
ま
す
。

●
投
資
的
経
費

　

公
共
施
設
の
建
設
や
道
路
・
公
園
整
備
費
な

　

ど
の
投
資
的
経
費
は
、平
成
９
年
度
の「
美
サ

　

イ
ク
ル
館
」建
設
終
了
後
、財
政
健
全
化
に
向

　

け
た
抑
制
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

市
が
事
業
を
行
う
場
合
に
、特
定
の
収
入
を

も
っ
て
特
定
の
支
出
に
充
て
、一
般
会
計
と
区

分
し
て
経
理
す
る
必
要
が
あ
る
場
合
に
特
別
会

計
を
設
け
て
い
ま
す
。留
萌
市
で
は【
表
】の
５

つ
の
特
別
会
計
と
２
つ
の
企
業
会
計
を
設
け
て

事
業
を
行
い
ま
す
。

▼
主
な
増
減
の
内
訳【
表
】

●
国
保
・
老
人
・
介
護
特
別
会
計

医
療
給
付
な
ど
の
増
に
よ
り
、合
わ
せ
て
約

7
億
5
千
万
円
の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

●
病
院
事
業
会
計

病
院
建
設
に
充
て
た
公
債
費（
借
金
返
済
△

２
・
１
億
円
）や
人
件
費
、診
療
経
費
の
減
に
よ

り
、
約
6
億
１
千
万
円
の
減
少
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
３
つ
の
会
計
に
お
い
て
赤
字
と
な
っ

て
お
り
、
い
ず
れ
の
会
計
に
お
い
て
も
赤
字
額

は
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

各
会
計
の
累
積
赤
字
の
見
込
額
は
【
図
３
】

の
と
お
り
で
す
。

▼
主
な
赤
字
の
要
因

●
国
保
会
計
・・・
医
療
給
付
の
増

●
下
水
道
会
計
・・・
公
債
費（
借
金
返
済
）の
増

●
病
院
会
計
・・・
医
師
不
足
、診
療
報
酬
の
引
き

　

下
げ

※
各
会
計
で
は
、既
に
策
定
し
て
い
る
健
全
化

の
計
画
を
一
般
会
計
と
連
携
し
て
さ
ら
に
見
直

し
、収
支
の
改
善
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

市
政
執
行
方
針
の
概
要

特
別
・
企
業
会
計
の
予
算

図1 市 税 の 状 況

歳入の特徴（※交付税の振り替えである臨時財政対策債（市債）は「国からの交付金」に計上しています。）

●市税覚国の三位一体改革に伴う税源移譲により大幅に増加しています。【２億円の増】

●国からの交付金覚税源移譲により所得譲与税が無くなったことなどから、大幅に減少しています。【３億円の減】

●国・道支出金覚参議院や知事及び道議会議員の選挙に伴う委託金や障害者などに対する北海道の負担金が新たに設けら

れたことにより増加しています。【1.4億円の増】

歳
入
と
は
、
1
年
間
に

市
に
入
る
お
金
（
収

入
）
の
こ
と
で
す
。

(単位：千円)

歳 

入
¥¥¥¥¥¥¥¥¥¥¥¥¥¥¥¥¥¥¥¥¥¥¥¥¥

歳
入
と
歳
出
の
推
移

図2 一般職員の給与費と職員数

図3 各会計の累積赤字見込額

赤
字
会
計
の
状
況

３ ２

 一
般
会
計
の
予
算

歳出の特徴

●財政再建計画に基づく削減経費覚人件費【1.3億円の減】、補助金【0.6億円の減】、投資的経費【1.5億円の減】

●扶助費覚生活保護費や障害者に対する支援費などが増加しています。【1.5億円の増】

※人件費は、一般職員及び特別職の給与費と嘱託職員・議員・各種委員の報酬の合算額となっています。

　（共済費・社会保険料を含む）

歳 

出

歳
出
と
は
、
市
が
1
年

間
に
使
う
お
金
（
支

出
）
の
こ
と
で
す
。

¥¥¥¥¥¥¥¥¥¥¥¥¥¥¥¥¥¥¥¥¥¥¥¥¥



　

地
域
経
済
の
活
性
化
は
、留
萌
市
の
将
来
に

と
っ
て
最
も
緊
急
か
つ
重
要
な
問
題
で
あ
り
、

商
業
者
の
意
欲
を
喚
起
し
な
が
ら
、商
工
会
議

所
や
経
済
団
体
、生
産
者
、製
造
者
な
ど
と
ス

ク
ラ
ム
を
組
み
、効
果
的
な
側
面
支
援
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、快
適
な
都
市
空
間
を
創
造
す
る
た
め

の
道
路
網
整
備
の
取
り
組
み
に
着
手
し
ま
す
。

主
な
事
業

　
　
   　

（【
新
】は
新
規
事
業
、【
継
】は
継
続
事
業
）

【
新
】住
宅
改
修
促
進
助
成（
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
）

　
　

事
業 

5
0
0
万
円

　

自
己
が
所
有
し
、現
に
入
居
し
て
い
る
住　

　

宅
の
改
修
に
対
し
、そ
の
経
費
の
一
部
を　

　

助
成
し
ま
す
。

【
新
】経
済
振
興
対
策
事
業（
地
産
地
消
・
地
域

　
　

ブ
ラ
ン
ド
の
推
進
） 

４
０
万
円

食
に
関
わ
る
生
産
・
製
造
・
消
費
の
各
分

野
の
連
携
、留
萌
ブ
ラ
ン
ド
の
研
究
及
び

特
産
品
Ｐ
Ｒ
事
業
を
行
い
ま
す
。

【
新
】
道
路
網
整
備
計
画
策
定
事
業 

５
６
３
万
円

将
来
的
な
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築

に
向
け
、市
内
交
通
網
の
あ
る
べ
き
姿
を

検
証
し
、「
道
路
網
整
備
基
本
計
画
」の
策

定
に
向
け
た
調
査
を
行
い
ま
す
。

　

住
み
よ
い
地
域
づ
く
り
の
た
め
、町
内
会
、

市
民
活
動
団
体
、地
域
企
業
や
市
が
連
携
し
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
強
化
に
向
け
た
施
策

に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、市
民
の

健
康
に
つ
い
て

の
意
識
を
高
め
、

予
防
や
啓
発
、

健
康
づ
く
り
対

策
を
行
い
ま
す
。

主
な
事
業

【
新
】北
海
道
町
内
会
連
合
会
研
究
大
会
事
業

　
　

（
参
加
助
成
）　
　
　
　
　
　
   
1
0
万
円

留
萌
市
で
開
催
さ
れ
る「
町
内
会
活
動
研

究
大
会
」へ
の
町
内
会
役
員
な
ど
の
参
加

費
を
助
成
し
ま
す
。

【
新
】生
活
習
慣
病
予
防
事
業 

２
0
万
円

　
　

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
早
期

　
　

発
見
に
向
け
て
問
診
表
に
よ
る
市
民
ア

　
　

ン
ケ
ー
ト
を
行
い
ま
す
。

【
新
】障
害
者
福
祉
シ
ス
テ
ム
整
備
事
業

 

６
５
０
万
円

　
　

窓
口
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
効
率
化
を
図
る

　
　

た
め
、新
た
な
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
ま
す
。

　

留
萌
の
海
と
大
地
に
育
ま
れ
た
恵
み
を
活

か
し
、分
か
ち
合
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

安
心
で
安
全
な
食
が
提
供
さ
れ
、消
費
さ
れ

る
よ
う
、地
産
地
消
と
一
次
産
業
の
推
進
に
取

り
組
み
ま
す
。

主
な
事
業

【
新
】農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上
対
策
事
業　

　
　
　
　
　
　
　
                     
5
4
6
万
円

　
　

農
業
資
源
の
計
画
的
な
保
全
管
理
や
農

　
　

村
地
帯
の
多
面
的
機
能
の
維
持
増
進
を

　
　

図
る
た
め
の
共
同
活
動
、低
農
薬
・
低
化

　
　

学
肥
料
な
ど
環
境
に
配
慮
し
た
農
業
の

　
　

推
進
に
対
す
る
支
援
を
行
い
ま
す
。

【
継
】共
同
調
査
試
験
研
究
事
業　
   
8
0
万
円

　
　

漁
業
振
興
を
図
る
た
め
、北
海
道
東
海
大

　
　

学
、新
星
マ
リ
ン
漁
協
及
び
留
萌
市
の
産

　
　

学
官
に
よ
る
磯
焼
け
対
策
な
ど
の
共
同

　
　

調
査
・
試
験
研
究
を
行
い
ま
す
。

平成１９年度の

予 算

平成１９年度からスタートする

第５次留萌市総合計画（2007－2016）

「誇りと満足を目指す　みなとまち留萌」を基本テーマに

６つの基本政策を掲げています。

今年度、留萌市が取り組む主な仕事（施策・事業）を

基本政策に沿ってお知らせします。

仕 事

    

や
る
気
と
活
気

　
　

や
る
気
を
応
援
し
、
活
気
あ
ふ

　
　

れ
る
都
市
空
間
と
新
し
い
地
域

　
　

経
済
を
つ
く
る
ま
ち
づ
く
り

生

    
思
い
や
り
と
安
心

　
　

思
い
や
り
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で

　
　

安
心
し
て
健
康
に
暮
ら
せ
る

　
　

ま
ち
づ
く
り

優

    

自
然
と
資
源

　
　

自
然
の
恵
み
を
活
か
し
、

　
　

資
源
を
大
切
に
す
る

　
　

ま
ち
づ
く
り

地

　

安
全
で
快
適
な
生
活
環
境
を
創
出
し
、暮
ら

し
や
す
い
街
を
目
指
し
ま
す
。

　

市
民
の
住
環
境
を
維
持
す
る
た
め
、公
営
住

宅
の
老
朽
化
対
策
や
高
齢
者
に
優
し
い
住
宅

改
修
、市
街
中
心
部
へ
の
定
住
促
進
に
向
け
た

整
備
を
行
い
ま
す
。

主
な
事
業

【
新
】綿
製
品
リ
サ
イ
ク
ル
事
業   
３
１
２
万
円

　
　

環
境
意
識
の
向
上
と
ご
み
処
分
場
の
延

　
　

命
化
を
図
る
た
め
、不
燃
ご
み
の
綿
製
品

　
　

（
綿　

％
以
上
）を
分
別
回
収
し
、ウ
エ
ス

５０

　
　

な
ど
へ
の
リ
サ
イ
ク
ル
を
行
い
ま
す
。

【
新
】公
営
住
宅
ス
ト
ッ
ク
総
合
改
善
事
業　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
     

４
、０
６
０
万
円

　
　

公
営
住
宅
ス
ト
ッ
ク
総
合
計
画
に
基
づ

　
　

き
、老
朽
化
に
伴
う
屋
根
、外
壁
な
ど
の

　
　

外
部
改
修
を
行
い
ま
す
。

　
　

実
施
地
区
は
旭
町
団
地（
１
棟　

戸
）

３２

【
新
】借
上
公
営
住
宅
推
進
事
業   
６
１
８
万
円

　
　

遊
休
地
の
利
活
用
及
び
中
心
市
街
地
へ
の

　
　

定
住
を
促
す
た
め
、民
間
活
力
に
よ
る
高
齢

　
　

者
対
応
の
借
上
公
営
住
宅
を
建
設
し
ま
す
。

【
新
】救
急
救
命
士
養
成
事
業　
   

２
７
６
万
円

　
　

救
命
率
向
上
と
救
急
体
制
の
充
実
の
た

　
　

め
、救
急
救
命
士
を
養
成
し
ま
す
。

　

次
代
を
担
う
子
ど
も
や
地
域
社
会
を
支
え

て
き
た
大
人
の
知
恵
と
経
験
、生
活
・
文
化
、歴

史
・
風
土
な
ど

の「
宝
」を
大
切

に
育
て
て
い

く
た
め
、子
ど

も
の
育
成
と

支
援
、学
校
教

育
の
充
実
、留

萌
の
魅
力
発

見
と
創
造
に

取
り
組
み
ま

す
。

主
な
事
業

【
継
】子
育
て
支
援
事
業　
　
　
   

２
０
７
万
円

　
　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
、育
児

　
　

相
談
や
講
座
の
開
催
な
ど
に
よ
る
子
育

　
　

て
支
援
を
推
進
し
ま
す
。

【
継
】フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
支
援

　
　

事
業　
　
　
　
　
　
   　
　
　

２
2
万
円

　
　

会
員
登
録
制
に
よ
る
一
時
的
な
子
ど
も

　
　

の
預
か
り
な
ど
を
行
う
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ

　
　

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
事
業
を
通
じ
た
地
域

　
　

ぐ
る
み
の
子
育
て
支
援
を
推
進
し
ま
す
。

【
新
】留
萌
中
学
校
暖
房
設
備
改
修
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
   

４
３
８
万
円

　
　

老
朽
化
し
た
暖
房
設
備（
ボ
イ
ラ
ー
）を

　
　

更
新
し
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と「
留
萌
」の
自
然
環
境
や
港
の
こ

と
を
知
り
、守
り
、楽
し
み
、活
か
し
て
い
く
た

め
、自
然
環
境
の
保
護
と
緑
の
整
備
、港
を
活

か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

主
な
事
業

【
継
】緑
化
整
備
事
業　
　
　
　
   
3
8
0
万
円

　
　

神
居
岩
公
園
に
、市
民
と
と
も
に
つ
く
り

　
　

育
て
る
道
北
一
の
桜
の
名
所
を
目
指
し

　
　

た「　

世
紀
桜
の
丘
」を
整
備
し
ま
す
。

21

【
継
】貿
易
・
物
流
促
進
事
業　
         
6
4
万
円

留
萌
港
の
利
活
用
を
含
め
た
経
済
交
流
、物

流
促
進
に
向
け
た
取
り
組
み
を
行
い
ま
す
。

　

６
つ
の
基
本
政
策
を
支
え
る
土
台
と
し
て
、

「
働
く
市
役
所
」を
テ
ー
マ
に
、仕
事
や
組
織
の

生
産
性
を
高
め「
最
小
の
経
費
で
最
大
の
効
果

を
生
み
出
す
」行
政
運
営
に
努
め
ま
す
。

主
な
事
業

【
新
】都
市
経
営
シ
ス
テ
ム
進
行
管
理
事
業　
   

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
       

２
６
万
円

　
　

第
5
次
総
合
計
画
の
成
果
指
標
と
達
成

　
　

目
標
を
市
民
満
足
度
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど

　
　

に
よ
り
進
行
管
理
を
行
い
ま
す
。

▼
周
年
記
念
事
業

　

今
年
迎
え
る
開
基
1
3
0
年
・
市
制
施
行　
60

年
・
開
港　

年
を
記
念
し
、市
民
の
皆
様
と
と

70

も
に
次
の
各
種
事
業（
予
定
）を
行
い
ま
す
。

　

■
女
神
像
デ
ザ
イ
ン
灯
台
点
灯
式

　

■
情
・
熱
・
フ
ラ
メ
ン
コ
（
ス
ペ
イ
ン
舞
踊
団
）

　

■
ほ
く
で
ん
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト（
札

　
　

幌
交
響
楽
団
）

　
　

こ
の
ほ
か
、た
く
さ
ん
の
事
業
が
企
画
さ

　

れ
て
い
ま
す
。詳
細
は
、随
時
広
報
る
も
い

　

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
ゼ
ロ
予
算
事
業
（
ゼ
ロ
チ
ャ
レ
ン
ジ
）

　

昨
年
度
か
ら
特
別
に
予
算
を
計
上
せ
ず
、既

存
の
施
設
や
人
材
な
ど
の「
資
産
」、情
報
発
信

や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど
の「
機
能
」を
活
用
し

て
取
り
組
む「
ゼ
ロ
予
算
事
業
」を
行
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、新
た
に
次
の
２
つ
の
事
業
を
加

え
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
す
。

　

■
る
も
い
元
気
づ
く
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
開

　
　

催
事
業

異
業
種
団
体
の
若
手
や
女
性
に
よ
る

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
を
開
催
し
、「
元
気

の
出
る
留
萌
」の
創
出
を
目
指
し
ま
す
。

　

■
児
童
問
題
行
動
対
策
事
業

　
　

地
域
ぐ
る
み
で
い
じ
め
問
題
に
対
応
す

　
　

る
た
め
、保
護
者
、地
域
住
民
と
学
校
が

　
　

連
携
し
、児
童
生
徒
を
守
っ
て
い
く
た
め

　
　

の
意
識
啓
発
を
行
い
ま
す
。

    

暮
ら
し
と
安
全

　
　

機
能
的
な
生
活
基
盤
で

　
　

安
全
で
清
潔
な
暮
ら
し
を
守
る

　
　

ま
ち
づ
く
り

守

    

夢
と
宝

　
　

人
・
文
化
・
地
域
の
魅
力
と

　
　

夢
を
育
て
る
ま
ち
づ
く
り

宝

    

海
と
港

　
　

海
と
港
、
留
萌
ら
し
さ
を

　
　

未
来
へ
繋
げ
る
ま
ち
づ
く
り

海
    

対
話
と
信
頼

　
　

市
民
と
の
対
話
に
よ
る

　
　

働
く
市
役
所
づ
く
り

信

★
お
問
合
せ
先
★

　

留
萌
市
役
所
政
策
経
営
室

　
　
　

《
予
算
》　

緯　

・
１
８
１
３

４２

　
　
　

《
仕
事
》　

緯　

・
１
８
0
9

４２

５ ４


